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茂
樹
著
「
宋
代
政
治
構
造
研
究
』
主
宵
水
浩
一
郎
本
書
は
、
宋
代
政
治
史
研
究
を
牽
引
す
る
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
平
田
茂
樹
氏
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ
ま
で
、
宋
代
の
政
治
の
仕
組
み
を
多
角
的
に
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
長
年
の
研
究
成
果
が
学
術
書
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
、
ま
ず
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
碩
学
の
研
究
業
績
を
ま
と
め
て
閲
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
評
者
を
含
め
た
多
く
の
読
者
に
と
っ
て
非
常
に
悦
ば
し
い
こ
と
で
あ
る。
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周
知
の
通
り
著
者
は
積
極
的
に
国
際
的
な
学
術
交
流
を
推
進
し
、
中
国
語
圏
を
中
心
と
し
た
学
会
報
告
や
論
文
の
公
表
を
お
こ
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
陸
で
既
に
「
宋
代
政
治
結
構
研
究
』
(
単
著
一
上
海
書
評
古
籍
出
版
社
一
一
O
一
O
年
)
、
『
文
書
政
令
・
信
息
溝
通
.
以
唐
宋
時
期
為
主
』
(
共
編
北
京
大
学
出
版
社
三
O
一
一
一
年
)
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
著
者
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
語
圏
で
も
著
名
な
研
究
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
今
後
、
国
内
外
に
お
い
て
、
宋
代
史
を
専
門
に
す
る
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
分
野
の
研
究
者
が
日
本
に
お
け
る
宋
代
政
治
史
研
究
の
成
果
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
本
書
は
必
ず
や
参
照
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
林
晃
氏
と
宮
崎
聖
明
氏
に
よ
る
書
評
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
書
評
で
は
、
屋
上
屋
を
架
さ
ぬ
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
論
評
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
本
書
の
構
成
を
以
下
に
示
し
、
各
章
の
内
容
を
要
約
し
て
い
く
。
序
言
|
|
研
究
の
視
点
目
方
法
第
一
部
宋
代
の
選
挙
制
度
の
構
造
第
一
章
「
試
出
官
法
」
条
文
の
意
味
す
る
も
の
1
1
1
唐
か
ら
宋
へ
の
鐙
選
制
度
の
展
開
|
|
第
二
章
「
試
出
官
法
」
の
展
開
|
|
鐙
選
制
度
を
め
ぐ
る
新
法
党
、
旧
法
党
の
争
い
!
l
l
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「
試
刑
法
」
制
定
の
構
想
|
|
王
安
石
の
刑
法
改
革
を
手
掛
か
り
と
し
て
|
|
第
四
章
選
挙
論
議
よ
り
見
た
元
祐
時
代
の
政
治
第
二
部
宋
代
の
朋
党
第
一
章
宋
代
の
朋
党
と
詔
獄
第
二
章
宋
代
の
朋
党
形
成
の
契
機
に
つ
い
て
第
三
部
宋
代
の
政
治
シ
ス
テ
ム
第
一
章
宋
代
の
言
路
附
篇
墓
誌
銘
か
ら
見
た
劉
撃
の
日
常
的
、
不
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
二
章
宋
代
の
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
|
|
対
と
議
|
|
第
三
一
章
文
書
を
通
し
て
見
た
宋
代
政
治
|
|
「
劉
子
」
、
「
帖
」
、
「
牒
」
、
「
申
状
」
の
世
界
|
|
第
四
章
文
書
を
通
し
て
み
た
宋
代
政
治
1
1
「
関
」
、
「
牒
」
、
「
諮
報
」
の
世
界
|
|
第
四
部
宋
代
の
政
治
日
記
第
一
章
宋
代
の
政
治
史
料
|
|
「
時
政
記
」
と
「
日
記
」
|
|
第
二
章
『
主
安
石
日
録
』
研
究
l
i
『
四
明
尊
莞
集
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
|
|
周
必
大
『
思
陵
録
」
・
『
奉
詔
録
』
か
ら
見
た
南
宋
初
期
の
政
治
構
造
『
欧
陽
惰
私
記
』
か
ら
見
た
宋
代
の
政
治
構
造
第
三
章
第
三
章
第
四
章
也
加
盟
問
宋
代
の
政
治
空
間
宋
代
の
政
治
空
間
を
如
何
に
読
む
か
?
新
た
な
宋
代
政
治
史
研
究
の
展
望
第
五
部
序
(
雪
一
回
は
、
当
該
分
野
に
お
け
る
現
状
と
課
題
、
及
び
本
書
の
研
究
視
角
や
方
法
論
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
ま
ず
内
藤
湖
南
・
宮
崎
市
定
以
来
の
「
君
主
独
裁
制
」
論
と
、
こ
れ
に
関
わ
る
研
究
を
ま
と
め
た
の
ち
、
ミ
ク
ロ
政
治
学
的
視
点
の
欠
如
唐
宋
聞
に
お
け
る
政
治
形
態
の
類
型
比
較
へ
の
傾
倒
・
編
年
体
史
料
等
編
纂
史
料
へ
の
偏
重
傾
向
、
と
い
っ
た
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
宋
代
政
治
史
研
究
を
構
造
的
視
点
か
ら
分
析
す
る
た
め
の
視
角
と
し
て
、
政
治
主
体
・
権
力
の
源
泉
'
政
治
過
程
に
着
目
し
た
研
究
の
必
要
性
を
説
く
。
従
来
の
研
究
成
果
を
相
対
的
静
態
的
・
集
約
的
手
法
に
よ
る
も
の
と
見
な
し
得
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
対
し
著
者
は
構
造
的
・
動
態
的
・
多
角
的
な
手
法
に
よ
り
新
た
な
宋
代
政
治
史
像
の
描
出
を
志
向
し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。
第
一
部
は
、
選
挙
制
度
に
関
す
る
議
論
へ
の
分
析
を
通
じ
て
、
王
安
石
の
鐙
選
制
度
改
革
の
意
義
や
、
党
派
と
い
う
枠
組
み
の
非
画
一
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
第
一
章
で
は
、
北
宋
神
宗
朝
に
制
定
さ
れ
た
「
試
刑
法
」
(
「
試
出
官
法
」
と
「
試
法
官
」
)
の
う
ち
、
「
試
出
官
法
」
に
つ
い
て
、
照
寧
四
年
十
月
の
条
文
を
主
題
に
、
制
{
疋
の
背
景
や
制
度
の
詳
細
を
論
じ
て
い
る
。
「
試
出
官
法
」
は
守
選
選
人
及
び
任
子
初
任
官
者
に
対
し
て
の
任
用
試
験
で
あ
る
が
、
当
該
制
度
設
置
に
は
、
思
赦
免
選
体
制
に
よ
る
「
濫
進
の
弊
」
対
策
・
任
子
初
出
官
制
度
改
革
・
虚
文
化
し
て
い
た
試
判
制
度
の
再
編
、
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
鐙
選
制
度
の
変
化
が
、
唐
宋
聞
の
、
貴
族
と
し
て
相
応
し
い
人
物
を
選
ぶ
科
挙
か
ら
実
務
主
義
に
基
づ
く
科
挙
へ
、
と
い
う
科
挙
の
性
質
変
化
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
第
一
部
第
二
章
は
、
神
宗
朝
照
寧
元
豊
年
聞
か
ら
哲
宗
朝
元
祐
年
間
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
「
試
出
官
法
」
制
定
以
後
の
鐙
選
制
度
の
変
遷
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
照
寧
に
お
い
て
「
試
出
官
法
」
の
受
験
者
は
、
前
述
の
対
象
者
に
加
え
、
一
旦
は
進
土
科
合
格
者
全
て
に
ま
で
範
囲
を
拡
大
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
際
に
施
行
さ
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
回
…
寧
末
か
ら
元
豊
に
か
け
て
対
象
範
囲
が
狭
め
ら
れ
、
進
土
出
身
以
上
の
者
は
「
試
出
官
法
」
を
免
除
さ
れ
る
。
更
に
元
祐
に
な
る
と
、
元
豊
で
進
士
科
に
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
律
義
が
廃
止
さ
れ
、
「
試
出
官
法
」
の
対
象
人
数
も
更
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
試
出
官
法
」
は
照
寧
に
お
い
て
、
有
能
な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
に
一
定
程
度
寄
与
し
た
と
見
な
し
得
る
が
、
こ
の
よ
3
う
な
「
試
出
官
法
」
の
推
移
か
ら
、
王
安
石
の
改
革
に
対
す
る
当
時
l
書
評
の
官
僚
の
反
発
を
看
取
で
き
る
と
す
る
。
第
一
部
第
三
章
は
、
主
に
法
務
官
僚
任
用
試
験
で
あ
る
「
試
法
官
」
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
宮
僚
の
法
律
へ
の
知
識
不
足
及
ぴ
、
法
務
官
僚
の
人
材
不
足
を
払
拭
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
「
試
法
官
」
は
、
「
試
出
官
法
」
と
連
動
し
て
王
安
石
の
「
吏
士
合
ご
実
現
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
刑
法
改
正
等
諸
改
革
の
推
進
力
と
な
る
人
材
輩
出
に
寄
与
し
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、
犯
罪
増
加
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
当
時
の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、
「
試
法
官
」
の
制
定
は
「
単
な
る
人
材
改
革
に
止
ま
ら
ず
、
司
法
界
全
体
の
改
革
の
一
環
で
あ
っ
た
」
(
一
O
四
頁
)
と
述
べ
る
。
第
一
部
第
四
章
は
、
哲
宗
朝
元
祐
年
間
に
お
け
る
選
挙
に
関
す
る
議
論
の
分
析
を
通
し
て
、
従
来
新
法
党
路
線
の
否
定
と
い
う
観
点
か
ら
、
と
も
す
る
と
一
枚
岩
の
如
く
に
理
解
さ
れ
る
旧
法
党
内
部
の
多
様
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
元
祐
年
間
の
科
挙
制
度
改
革
は
、
王
安
石
の
科
挙
改
革
否
定
路
線
を
基
調
と
し
つ
つ
、
推
挙
制
を
科
挙
に
導
入
し
よ
う
と
す
る
立
場
・
経
義
を
重
視
す
る
立
場
・
照
寧
に
お
い
て
廃
止
さ
れ
た
詩
賦
を
重
視
す
る
立
場
、
及
び
こ
れ
ら
の
中
間
的
立
場
か
ら
議
論
さ
れ
、
特
に
詩
賦
重
視
派
と
経
義
重
視
派
に
よ
る
意
見
対
立
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
元
祐
に
お
け
る
科
挙
制
度
改
革
の
対
立
は
南
宋
で
の
「
経
義
進
士
(
経
義
国
論
・
策
)
、
詩
賦
進
士
(
詩
賦
目
論
策
)
の
両
科
鼎
立
(
並
立
?
二
評
者
注
)
」
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(
二
二
四
頁
)
に
ま
で
続
く
も
の
で
あ
る
と
予
見
す
る
。
第
二
部
は
、
宋
代
の
朋
党
の
形
成
過
程
と
そ
の
特
徴
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
部
第
一
章
で
は
、
南
宋
の
宰
相
控
権
期
を
招
来
し
た
政
治
構
造
解
明
の
端
緒
と
し
て
、
哲
宗
朝
の
「
詔
獄
」
と
「
朋
党
」
に
着
目
し
、
そ
の
宋
代
的
特
質
に
つ
い
て
論
ず
る
。
宋
代
の
朋
党
は
、
例
え
ば
唐
代
の
朋
党
形
成
要
因
と
し
て
看
取
で
き
る
、
姻
戚
・
親
戚
関
係
や
政
治
上
の
主
義
・
学
問
・
地
縁
交
際
関
係
等
に
加
え
、
宋
代
的
科
挙
制
度
や
鐙
選
制
度
の
確
立
に
よ
り
、
宮
僚
と
し
て
の
同
僚
意
識
や
推
量
下
被
推
挙
関
係
を
紐
帯
と
す
る
特
質
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
機
縁
が
朋
党
形
成
の
自
律
的
契
機
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
本
来
朋
党
と
は
政
敵
を
非
難
す
る
た
め
他
律
的
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
り
、
そ
の
「
朋
党
」
弾
圧
に
用
い
ら
れ
た
装
置
の
ひ
と
つ
が
「
詔
獄
」
で
あ
る
と
い
う
。
詔
獄
は
詔
の
頒
布
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
臨
時
法
廷
で
あ
る
が
、
新
法
党
政
権
期
に
お
い
て
、
詔
獄
が
政
敵
を
排
除
す
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
具
体
例
に
よ
っ
て
確
認
し
、
こ
れ
を
南
宋
高
宗
朝
の
秦
槍
担
権
の
先
駆
的
形
態
と
位
置
付
け
る
。
第
二
部
第
二
章
は
、
宋
代
の
社
会
的
結
合
の
一
側
面
と
し
て
朋
党
の
特
徴
を
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
」
的
手
法
に
よ
り
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
日
常
的
諸
関
係
を
通
し
て
得
ら
れ
た
人
脈
が
、
政
治
的
諸
閑
係
へ
変
換
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
た
上
で
、
元
祐
旧
法
党
内
部
に
お
け
る
派
閥
が
ど
の
よ
う
な
紙
帯
を
有
し
て
い
た
か
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
真
宗
朝
の
冠
準
の
党
派
か
ら
看
取
で
き
る
特
定
個
人
間
の
二
者
関
係
、
『
夷
竪
志
』
や
墓
誌
銘
執
筆
の
動
機
な
ど
か
ら
、
薦
挙
l
被
薦
挙
関
係
や
「
同
学
」
「
同
舎
」
・
「
同
年
」
・
「
同
郷
」
・
「
同
姓
」
・
「
同
官
」
と
い
っ
た
「
同
」
縁
関
係
を
抽
出
す
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
社
会
結
合
の
在
り
方
と
し
て
、
士
大
夫
た
ち
は
こ
れ
ら
諸
関
係
を
主
体
的
に
選
択
し
、
「
科
挙
ム
百
僚
制
」
を
媒
介
と
し
て
他
者
と
の
政
治
的
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
第
三
部
は
、
宋
代
の
政
治
構
造
を
特
徴
付
け
る
「
言
路
」
「
対
」
と
「
議
」
に
関
す
る
論
考
と
、
文
書
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た
論
考
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
特
に
第
三
一
部
第
二
章
で
論
じ
ら
れ
る
「
対
」
と
「
談
」
は
、
第
四
部
・
第
五
部
の
根
幹
に
も
関
わ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
一
部
第
一
章
は
、
御
史
諌
官
給
事
中
中
書
舎
人
(
「
一
言
路
の
官
」
)
を
中
心
と
し
た
上
司
部
下
、
及
び
同
僚
関
係
が
紐
帯
と
な
り
、
「
劉
塾
党
人
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
哲
宗
朝
元
祐
年
間
に
お
け
る
言
事
官
の
特
性
と
政
治
的
位
置
付
け
を
論
ず
る
。
ま
ず
、
元
祐
の
新
法
廃
止
・
新
法
党
廃
斥
に
お
い
て
活
発
な
活
動
を
み
せ
る
「
劉
塾
党
人
」
に
つ
い
て
、
言
口
事
官
が
相
互
に
連
携
を
と
り
つ
つ
政
事
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
お
こ
な
う
言
事
機
構
を
背
景
に
勢
力
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
た
の
ち
、
一
吉
事
官
の
な
か
で
も
特
に
御
史
と
諌
官
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
る
。
そ
の
結
果
、
台
諒
は
本
来
大
臣
の
独
走
を
製
肘
す
べ
き
職
事
で
あ
る
が
、
元
祐
旧
法
党
時
代
は
、
相
対
的
に
宰
相
l
台
諒
聞
の
結
合
が
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
、
台
謀
I
謀
官
聞
に
お
け
る
昇
進
ル
ー
ト
の
成
立
、
御
史
中
丞
・
侍
御
史
に
よ
る
御
史
推
薦
権
独
占
、
御
史
中
丞
出
身
の
宰
純
増
加
、
宰
執
の
台
諌
人
事
へ
の
介
入
、
な
ど
の
理
由
に
よ
り
宰
執
台
諌
聞
の
人
脈
形
成
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
に
因
る
も
の
で
、
「
劉
撃
党
人
」
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
た
要
件
と
見
な
し
得
る
。
そ
し
て
、
宰
相
の
意
向
を
反
映
し
た
台
謀
人
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
元
祐
の
一
言
路
は
「
宰
執
の
協
力
・
補
佐
機
関
」
と
し
て
期
待
さ
れ
、
党
争
の
推
進
者
と
し
て
新
法
否
定
路
線
を
体
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
元
祐
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
傾
向
は
、
南
宋
の
宰
相
担
権
下
に
お
い
て
、
言
路
官
の
宰
相
翼
賛
団
体
化
、
及
ぴ
言
事
機
能
の
弱
体
化
を
招
来
し
、
こ
れ
が
元
・
明
清
に
お
け
る
「
監
察
」
機
関
発
達
へ
の
遠
因
と
な
っ
た
、
と
の
見
通
し
を
示
す
。
附
篇
は
、
劉
撃
が
記
し
た
墓
誌
銘
を
主
題
に
、
撃
の
私
的
な
人
間
関
係
を
①
姻
戚
関
係
、
②
上
司
部
下
・
同
官
関
係
、
③
門
生
・
同
学
関
係
、
④
友
人
関
係
に
分
類
し
、
「
生
ま
れ
故
郷
(
河
北
東
路
)
」
5
と
「
生
活
の
拠
点
(
京
東
東
路
)
」
に
地
縁
・
血
縁
・
婚
姻
学
問
・
書
評
職
業
を
縁
と
す
る
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
部
第
二
章
は
、
政
策
の
決
定
過
程
に
お
け
る
「
対
」
と
「
議
」
に
つ
い
て
、
特
に
「
対
」
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
議
」
一
般
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
政
策
決
定
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
唐
代
以
前
の
「
議
」
と
異
な
り
、
宋
代
の
「
議
」
は
「
当
該
制
度
(
「
宋
代
の
国
家
意
志
決
定
シ
ス
テ
ム
」
評
者
注
)
に
お
け
る
補
助
的
な
役
割
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
対
と
比
べ
、
恒
常
的
か
つ
主
要
な
役
割
を
演
じ
た
と
は
考
え
難
い
」
(
三
六
六
頁
)
と
し
て
、
臨
時
の
審
議
装
置
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
以
上
の
如
く
宋
代
に
お
い
て
「
議
」
が
価
値
を
減
じ
た
の
に
対
し
、
「
対
」
は
相
対
的
に
そ
の
重
要
性
を
増
す
。
官
僚
が
皇
帝
に
意
見
を
上
申
す
る
方
法
は
、
通
進
司
を
介
し
た
文
書
に
よ
る
上
奏
、
或
い
は
関
門
司
を
介
し
た
上
殿
奏
事
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
対
」
は
後
者
に
あ
た
り
、
視
朝
・
起
居
な
ど
の
際
に
皇
帝
の
面
前
に
お
い
て
行
わ
れ
、
班
数
は
通
常
五
班
(
中
書
〈
元
豊
官
制
改
革
以
降
は
三
省
〉
・
枢
密
院
土
ニ
班
)
と
さ
れ
た
。
こ
の
五
班
の
内
訳
を
み
る
と
、
北
宋
の
場
合
、
元
豊
官
制
改
革
以
前
で
あ
れ
ば
中
書
・
枢
密
院
及
、
ひ
三
司
・
開
封
府
、
元
豊
官
制
改
革
以
後
で
あ
れ
ば
三
省
・
枢
密
院
及
び
尚
書
六
曹
・
開
封
府
を
主
要
構
成
員
と
し
、
こ
れ
に
台
諌
大
両
省
以
上
の
請
対
官
が
加
わ
る
規
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
殿
奏
事
の
優
先
度
に
つ
い
て
い
え
ば
、
右
の
う
ち
、
中
書
・
枢
密
院
(
或
い
は
三
省
・
枢
密
院
)
は
頻
繁
に
ro I
「
対
」
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
の
は
無
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
台
諌
も
ま
た
、
優
先
的
に
上
殿
で
き
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
他
官
に
比
し
て
「
対
」
の
優
先
順
位
が
世
向
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
よ
う
な
「
対
」
に
関
す
る
規
定
か
ら
、
「
対
の
権
限
を
背
景
に
宰
執
・
台
諌
の
政
治
権
力
が
形
成
さ
れ
て
い
た
」
と
説
く
(
二
八
八
頁
)
。
第
三
部
第
三
章
は
、
「
創
子
」
・
「
帖
」
・
「
牒
」
・
「
申
状
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
宋
代
の
地
方
行
政
機
構
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
基
本
的
に
、
地
方
官
庁
に
お
け
る
上
司
l
属
部
聞
の
上
達
文
書
と
し
て
「
申
」
、
下
達
文
書
と
し
て
「
帖
」
が
用
い
ら
れ
、
監
司
か
ら
州
・
県
か
ら
隣
州
・
州
か
ら
州
な
ど
の
よ
う
に
、
直
接
的
統
摂
関
係
に
な
い
官
庁
間
で
の
文
書
の
や
り
取
り
は
、
平
行
文
書
「
牒
」
を
用
い
る
。
ま
た
「
劉
子
」
は
、
元
豊
官
制
施
行
以
前
で
あ
れ
ば
中
書
と
枢
密
院
、
元
豊
官
制
施
行
以
後
で
あ
れ
ば
尚
書
省
と
枢
密
院
か
ら
下
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
方
で
は
、
宣
撫
司
や
都
督
府
が
他
の
監
司
や
州
に
対
し
て
用
い
る
場
合
も
あ
り
得
た
。
こ
れ
は
南
宋
の
特
殊
性
を
反
映
し
た
事
象
で
、
金
や
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
対
応
措
置
と
し
て
、
宣
撫
使
や
都
督
に
宰
執
を
は
じ
め
と
す
る
高
級
官
僚
が
就
い
た
場
合
、
従
来
平
行
文
書
を
用
い
て
い
た
官
庁
間
で
あ
っ
て
も
、
上
達
下
達
文
書
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
行
政
の
変
化
か
ら
、
南
宋
に
お
い
て
監
察
区
分
で
あ
る
路
が
行
政
区
分
へ
と
移
行
す
る
傾
向
を
看
取
し
、
こ
れ
を
の
ち
の
「
行
省
」
や
「
省
」
の
前
段
階
と
定
位
す
る
。
第
三
部
第
四
章
は
第
三
章
に
引
き
続
き
、
「
閑
」
・
「
牒
」
目
「
諮
報
」
の
分
析
を
通
し
て
、
主
に
中
央
省
庁
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
。
前
章
で
論
じ
た
「
牒
」
に
加
え
、
上
司
を
同
じ
く
す
る
部
局
間
で
用
い
ら
れ
る
「
関
」
、
学
士
院
か
ら
三
省
枢
密
院
へ
送
ら
れ
る
「
諮
報
」
ら
平
行
文
書
に
つ
い
て
、
統
摂
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
ゆ
く
と
、
官
庁
聞
に
は
、
統
摂
関
係
非
統
摂
関
係
に
加
え
て
、
平
行
文
書
を
用
い
る
に
は
不
適
当
と
み
な
さ
れ
る
準
統
摂
関
係
を
も
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
考
察
か
ら
、
宋
代
の
中
央
集
権
的
官
僚
体
制
は
一
元
的
体
系
で
は
な
く
、
複
層
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
文
書
行
政
が
整
然
た
る
形
態
と
な
る
の
は
元
朝
以
降
の
こ
と
で
あ
る
と
の
展
望
を
示
す
。
第
四
部
は
、
「
時
政
記
」
や
「
日
記
」
を
題
材
に
、
政
治
史
料
の
問
題
を
論
ず
る
。
第
四
部
第
一
章
は
、
「
時
政
記
」
と
「
日
記
」
に
焦
点
を
あ
て
、
「
対
」
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
の
宋
代
政
治
史
は
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
」
や
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
な
ど
、
私
撰
の
編
年
体
史
料
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
両
者
は
『
実
録
』
『
国
史
」
・
『
会
要
』
、
或
い
は
『
日
暦
』
と
い
っ
た
官
撰
史
料
を
主
体
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
官
撰
史
料
の
編
纂
過
程
と
し
て
、
『
日
暦
』
を
も
と
に
「
実
録
』
、
『
実
録
』
を
も
と
に
『
国
史
』
を
作
成
す
る
こ
と
、
『
日
暦
』
編
纂
の
前
段
階
と
し
て
起
居
注
と
時
政
記
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
宰
執
の
記
録
に
依
拠
し
て
編
ま
れ
る
時
政
記
の
政
治
史
料
と
し
て
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
時
政
記
は
、
宰
執
が
直
接
処
理
し
た
文
書
や
中
書
・
枢
密
院
を
経
由
す
る
上
奏
文
に
加
え
て
、
皇
帝
と
宰
執
の
「
対
」
の
内
容
を
も
と
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
政
記
作
成
或
い
は
職
務
上
の
必
要
性
か
ら
、
皇
帝
と
の
会
話
や
政
治
事
件
の
備
忘
録
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
ら
宋
代
の
時
政
記
や
日
記
な
ど
の
政
治
史
料
は
、
「
対
」
が
皇
帝
官
僚
聞
の
重
要
な
政
策
決
定
方
式
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
記
録
す
べ
く
多
数
著
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
私
撰
の
編
年
体
史
料
の
記
載
内
容
を
そ
の
ま
ま
事
実
と
し
て
読
み
取
る
の
で
は
な
く
、
編
纂
史
料
が
依
拠
し
た
官
撰
・
私
撰
史
料
を
も
と
に
史
料
批
判
を
行
い
、
記
事
の
背
後
に
あ
る
政
治
構
造
や
、
史
料
を
取
捨
し
た
者
の
意
図
を
読
み
解
く
作
業
の
必
要
性
を
説
く
。
第
四
部
第
二
章
は
前
章
の
検
討
を
、
つ
け
て
、
日
記
の
具
体
的
事
例
と
し
て
『
王
安
石
日
録
』
の
内
容
を
提
示
し
、
政
治
日
記
の
史
料
的
価
値
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
主
安
石
日
銀
』
が
、
主
と
し
て
皇
帝
と
の
「
対
」
を
記
録
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
時
政
記
執
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筆
や
実
録
な
ど
の
編
纂
に
際
し
、
史
料
源
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
書
評
前
提
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
の
ち
、
『
長
編
』
李
車
問
、
圧
や
隙
現
「
四
明
尊
莞
集
』
か
ら
、
『
王
安
石
日
銀
』
の
逸
文
を
抽
出
し
て
そ
の
史
料
価
値
に
分
析
を
加
え
、
政
治
日
記
の
利
用
に
よ
る
新
た
な
宋
代
政
治
史
へ
の
展
望
、
『
長
編
』
そ
の
他
の
史
料
に
対
す
る
厳
密
な
史
料
批
判
の
必
要
性
を
説
く
。
第
四
部
第
三
章
で
は
、
南
宋
の
臨
安
府
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
た
の
ち
、
周
必
大
の
日
記
で
あ
る
『
思
陵
録
』
と
「
奉
詔
録
』
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
。
『
思
陵
録
』
は
、
南
宋
初
代
皇
帝
高
宗
の
危
篤
か
ら
埋
葬
ま
で
の
諸
事
を
記
し
た
も
の
で
、
『
奉
詔
録
』
は
孝
宗
か
ら
宰
相
周
必
大
へ
下
さ
れ
た
御
祭
と
、
そ
れ
に
対
す
る
必
大
の
回
奏
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
『
思
陵
録
』
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
で
は
、
三
省
・
枢
密
院
の
「
対
」
を
中
心
と
し
つ
つ
、
侍
従
・
台
諒
・
霞
官
の
役
割
に
触
れ
、
高
宗
の
廟
号
決
定
過
程
を
記
し
た
『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
」
甲
集
巻
二
「
光
嘉
廟
号
議
」
と
「
恩
陵
録
』
の
記
述
を
対
比
さ
せ
、
そ
の
経
緯
を
追
い
な
が
ら
個
々
の
官
僚
の
動
向
を
観
察
し
て
い
る
。
次
い
で
「
奉
詔
録
』
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
孝
宗
朝
で
は
、
皐
帝
l
宰
執
間
で
行
わ
れ
る
「
対
」
と
、
官
官
を
介
し
て
「
御
筆
」
を
宰
相
に
送
り
、
こ
れ
に
宰
相
が
回
奏
す
る
、
と
い
う
経
路
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
北
宋
で
は
「
対
」
を
中
心
と
し
た
政
策
決
定
過
程
を
看
取
で
き
る
一
方
、
南
宋
で
は
右
の
如
く
「
対
」
と
「
御
筆
」
の
両
者
を
軸
と
し
て
政
策
を
決
定
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
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ー
が
、
こ
れ
は
臨
安
府
の
政
治
空
間
と
太
上
皇
帝
の
存
在
に
よ
る
権
力
の
ご
重
構
造
化
に
起
因
す
る
も
の
で
、
皐
帝
l
宰
執
聞
の
対
話
が
直
接
対
話
方
式
か
ら
、
文
書
を
介
し
た
間
接
対
話
方
式
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
る
、
と
結
論
づ
け
る
。
第
四
部
第
四
章
は
、
「
欧
陽
惰
私
記
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
執
筆
動
機
と
日
記
史
料
の
有
効
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
皇
帝
と
の
会
話
を
記
す
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
へ
の
提
出
を
念
頭
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
日
記
史
料
は
「
第
一
次
史
料
」
と
し
て
政
治
過
程
を
構
成
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
が
、
日
記
特
有
の
主
観
的
記
述
を
排
除
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
。
第
五
部
は
、
宋
代
の
政
治
空
間
を
多
面
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
開
封
府
(
集
約
型
)
と
臨
安
府
(
拡
散
型
)
の
宮
城
の
差
異
、
内
朝
・
外
朝
・
経
鐙
に
お
け
る
皇
帝
の
生
活
及
び
官
僚
と
「
対
」
を
お
こ
な
う
「
場
」
、
職
事
官
ご
と
の
「
対
」
の
頻
度
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
本
書
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
見
解
を
再
提
示
し
、
次
に
「
坐
而
論
道
」
を
関
鍵
詞
と
し
て
、
外
朝
と
内
朝
に
お
け
る
皐
帝
と
官
僚
の
対
面
儀
礼
か
ら
、
両
者
の
関
係
性
を
論
ず
る
。
そ
の
結
果
、
外
朝
に
お
け
る
「
坐
而
論
道
」
は
宋
代
に
廃
れ
、
皇
帝
官
僚
聞
の
関
係
を
明
確
な
上
下
関
係
へ
転
換
し
よ
う
と
す
る
志
向
性
を
看
取
で
き
る
一
方
、
内
朝
や
経
第
で
は
「
坐
而
論
道
」
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
水
平
的
な
関
係
が
維
持
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
北
宋
で
は
外
朝
・
内
朝
双
方
で
皐
帝
l
官
僚
聞
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
宰
執
の
人
事
権
拡
大
、
権
臣
へ
の
私
第
賜
与
・
都
堂
か
ら
宰
相
私
第
に
政
策
決
定
の
中
心
が
移
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
皐
帝
の
関
与
す
る
空
間
の
縮
小
が
招
来
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
皇
帝
と
宰
相
の
関
係
は
緊
密
性
を
喪
失
し
て
し
ま
い
、
「
対
」
に
よ
る
両
者
の
直
接
的
な
接
触
の
機
会
も
減
少
す
る
。
そ
し
て
、
「
対
」
の
頻
度
低
下
に
伴
っ
て
、
相
対
的
に
「
御
筆
」
は
重
要
性
を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
文
書
を
中
心
と
し
た
政
治
運
営
へ
の
転
換
が
、
南
宋
に
て
宰
相
の
檀
権
を
生
ぜ
し
め
、
更
に
は
後
代
に
お
け
る
宰
相
の
廃
止
や
内
閣
の
票
擬
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
の
見
通
し
を
提
示
す
る
。
結
語
は
、
本
書
の
内
容
を
概
括
し
た
上
で
、
今
後
宋
代
政
治
史
研
究
が
「
君
主
独
裁
制
」
論
を
批
判
的
に
発
展
継
承
し
て
い
く
た
め
の
課
題
と
し
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
を
分
析
の
視
野
に
入
れ
る
こ
と
、
政
治
事
件
史
の
分
析
方
法
を
深
め
る
こ
と
、
政
治
社
会
史
・
政
治
文
化
史
的
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
、
等
を
提
言
す
る
。
本
書
は
「
君
主
独
裁
制
」
を
批
判
的
に
発
展
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
政
治
構
造
の
複
合
性
を
解
き
明
か
す
べ
く
、
多
様
な
視
点
か
ら
宋
代
政
治
史
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
が
「
序
言
」
に
お
い
て
「
宋
代
政
治
史
研
究
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
手
法
を
超
え
る
新
た
な
理
論
、
方
法
論
が
構
築
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
(
六
頁
)
、
と
述
べ
る
如
く
、
動
態
的
な
研
究
手
法
を
数
多
く
導
入
し
て
い
る
点
や
多
く
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
い
る
点
も
目
を
引
く
。
後
者
は
本
書
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
モ
デ
ル
化
に
よ
っ
て
事
象
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
、
宋
代
史
の
専
家
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
読
者
と
議
論
を
共
有
し
、
共
通
理
解
を
形
成
す
る
上
で
有
益
で
あ
ろ
う
。
宋
代
に
先
行
す
る
唐
代
や
、
元
代
・
明
代
・
清
代
を
視
野
に
入
れ
た
評
論
は
評
者
の
手
に
余
る
た
め
、
視
座
を
宋
代
に
固
定
し
て
本
書
を
改
め
て
読
み
直
し
て
み
る
と
、
各
部
に
お
い
て
北
宋
か
ら
南
宋
へ
と
時
期
を
降
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
の
示
唆
が
、
明
示
的
な
も
の
も
そ
う
で
な
い
も
の
も
含
め
て
、
至
る
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
一
部
に
お
い
て
、
著
者
は
科
挙
改
革
を
め
ぐ
る
意
見
対
立
が
、
学
問
や
教
養
と
い
っ
た
、
個
々
人
の
背
景
の
相
違
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
続
く
第
二
部
第
三
部
第
一
章
に
お
い
て
、
旧
来
の
朋
党
観
へ
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
例
え
ば
元
祐
党
禁
や
、
南
宋
の
王
戦
派
・
和
平
派
の
対
立
、
道
学
弾
圧
等
、
従
来
の
な
か
ば
固
定
化
L
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た
観
の
あ
る
政
治
史
の
諸
問
題
を
再
構
成
す
る
上
で
非
常
に
示
唆
的
l
書
評
で
あ
る
と
言
、
え
よ
う
。
そ
し
て
本
書
の
白
眉
は
、
や
は
り
第
三
部
第
一
章
及
び
第
三
章
で
あ
ろ
う
。
第
三
部
第
一
章
で
、
政
権
に
対
す
る
政
治
批
判
を
担
っ
て
い
た
言
路
官
が
、
各
種
の
機
縁
に
よ
っ
て
次
第
に
政
権
内
部
へ
取
り
込
ま
れ
、
派
開
化
し
て
い
く
過
程
を
丹
念
に
追
跡
し
、
同
第
二
章
で
は
「
対
」
の
規
定
を
中
心
に
分
析
を
加
え
、
言
路
宮
が
政
治
の
軸
た
り
え
た
要
因
を
「
対
」
に
求
め
た
こ
と
や
、
宰
執
が
一
言
路
官
を
自
己
の
派
閥
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
の
有
効
性
を
機
構
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
著
者
の
卓
見
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
底
と
し
て
、
第
四
部
第
五
部
へ
と
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
著
者
の
研
究
の
一
貫
性
を
も
示
す
も
の
と
い
え
る
。
次
に
、
先
行
す
る
書
評
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
、
本
書
を
読
ん
で
気
に
な
っ
た
点
を
幾
っ
か
述
べ
た
い
。
評
者
が
本
書
を
読
み
進
め
て
い
く
上
で
最
も
難
渋
し
た
の
が
、
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
方
法
概
念
と
、
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
用
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
は
著
者
が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
を
定
義
し
て
い
る
か
確
認
し
て
お
こ
う
。
「
序
言
」
一
九
頁
「
二
一
、
本
書
に
お
け
る
問
題
設
定
の
概
要
(
第
三
部
「
宋
代
の
政
治
シ
ス
テ
ム
」
)
」
に
お
い
て
著
者
は
、
「
政
治
は
諸
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
体
(
シ
ス
テ
ム
)
で
あ
る
の
で
、
そ
の
実
態
解
明
に
は
政
治
シ
ス
テ
ム
と
い
う
観
点
が
必
要
と
な
る
。
」
と
し
、
こ
れ
に
続
け
て
「
諸
ハ
υロ
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
体
で
あ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
社
会
的
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
要
求
や
支
持
に
基
づ
く
イ
ン
プ
ッ
ト
を
経
て
、
決
定
と
実
施
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
た
も
の
が
政
治
シ
ス
テ
ム
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
後
の
シ
ス
テ
ム
を
形
作
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
る
。
前
者
と
後
者
は
記
述
が
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
前
者
は
文
岡
山
か
ら
し
て
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
で
あ
り
、
後
者
は
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
の
定
義
と
理
解
で
き
よ
刊
。
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
が
、
そ
の
用
い
方
に
若
干
の
疑
問
が
残
る
。
本
書
は
そ
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
「
宋
代
の
政
治
構
造
を
多
角
的
に
捉
え
直
す
こ
と
に
よ
り
新
し
い
宋
代
政
治
像
を
提
起
」
(
一
ニ
頁
)
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
評
の
内
容
要
約
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
著
者
は
「
序
言
」
一
一
一
人
頁
「
二
、
宋
代
政
治
構
造
研
究
の
視
角
」
に
お
い
て
、
「
政
治
を
構
造
的
観
点
か
ら
分
析
す
る
際
の
三
つ
の
観
点
を
提
示
」
し
、
そ
の
な
か
で
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
代
表
的
な
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
論
者
で
あ
る
D
・
イ
ー
ス
ト
ン
が
「
構
造
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
構
造
の
分
析
は
、
政
治
体
系
固
有
の
機
能
を
完
全
に
、
そ
し
て
明
確
に
述
べ
た
の
ち
に
は
じ
め
て
成
功
す
る
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
し
な
い
で
分
析
を
進
め
る
こ
と
は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
」
(
『
政
治
分
析
の
基
礎
』
六
頁
)
と
述
べ
て
い
る
の
に
依
拠
す
る
な
ら
ば
、
構
造
の
分
析
は
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
解
明
の
の
ち
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
構
造
分
析
の
方
法
と
し
て
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
論
を
用
い
る
に
は
、
一
定
の
慎
重
さ
を
要
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
は
、
こ
れ
に
外
在
す
る
「
環
境
」
(
「
社
会
内
的
環
境
」
〈
生
態
体
系
・
生
物
体
系
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
体
系
社
会
体
系
〉
と
「
社
会
外
的
環
境
」
〈
国
際
政
治
体
系
・
国
際
生
態
体
系
・
国
際
社
会
体
系
〉
)
か
ら
の
入
力
(
要
求
と
支
持
)
及
び
そ
れ
に
よ
る
出
力
(
決
定
と
行
為
)
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
部
の
諸
章
で
こ
れ
が
自
覚
的
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。
次
に
「
シ
ス
テ
ム
」
の
用
法
に
つ
い
て
。
本
書
内
に
お
い
て
、
こ
の
言
葉
は
多
様
か
つ
奔
放
に
使
用
さ
れ
る
。
具
体
例
を
示
す
と
、
政
策
決
定
シ
ス
テ
ム
(
一
六
八
・
一
七
七
・
二
O
四
二
九
三
三
七
七
三
七
八
四
O
八
五
一
五
五
二
O
頁
)
、
人
事
シ
ス
テ
ム
(
一
八
四
・
二
O
四
頁
)
、
科
挙
官
僚
制
シ
ス
テ
ム
(
二
O
四
頁
)
、
選
埠
T
政
治
シ
ス
テ
ム
(
一
一
O
五
頁
)
、
「
対
」
シ
ス
テ
ム
(
=
一
七
五
・
二
一
七
七
・
四
O
七
四
一
0
・
四
三
七
回
四
四
二
・
四
四
八
・
五
一
一
一
貝
)
、
御
筆
シ
ス
テ
ム
(
四
三
七
・
四
三
八
回
四
三
九
・
四
回
二
・
五
一
一
頁
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
の
用
例
も
、
少
な
く
と
も
初
出
で
概
念
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
殆
ど
は
最
後
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ま
で
概
念
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
の
要
と
も
見
な
し
得
る
「
「
対
」
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
っ
て
も
、
四
四
八
頁
に
至
っ
て
初
め
て
「
官
僚
が
皐
帝
と
直
接
対
面
し
て
意
見
を
申
し
上
げ
る
制
度
」
と
括
弧
書
き
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
先
に
「
シ
ス
テ
ム
」
の
定
義
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
本
書
の
中
で
は
、
右
の
一
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
定
義
さ
れ
た
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
用
法
か
ら
離
れ
、
多
義
語
的
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
更
に
、
「
政
治
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
四
七
三
頁
で
は
、
「
君
主
独
裁
政
治
」
の
後
に
括
弧
書
き
で
「
高
度
に
発
達
し
た
官
僚
制
を
基
盤
に
最
終
的
な
決
裁
を
皇
帝
に
委
ね
る
政
治
シ
ス
テ
ム
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
義
語
的
に
使
わ
れ
る
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。
社
会
学
な
ど
の
方
法
論
を
援
用
す
る
場
合
、
原
義
を
理
解
し
た
上
で
概
念
規
定
を
明
確
に
し
て
さ
え
い
れ
ば
、
方
法
論
そ
れ
自
体
を
教
条
的
に
遵
守
す
る
必
要
性
ま
で
は
な
い
と
評
者
は
考
え
る
。
し
か
し
、
一
旦
定
義
し
た
概
念
や
言
葉
の
用
法
を
放
棄
し
て
、
そ
れ
を
感
覚
的
に
使
い
回
す
こ
と
は
読
者
の
混
乱
を
招
く
だ
け
で
あ
ろ
う
。
次
に
宰
執
の
「
対
」
と
「
議
」
に
つ
い
て
。
第
三
部
第
二
章
に
お
い
て
、
「
対
」
の
諸
規
定
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
政
治
上
の
重
要
な
要
素
と
し
て
取
り
上
げ
た
点
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
後
の
第
四
部
・
第
五
部
に
お
い
て
、
宰
執
の
「
対
」
に
関
す
る
史
料
を
多
数
提
示
し
、
そ
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
書
評
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
に
対
す
る
実
証
的
検
証
が
手
薄
で
あ
る
、
と
の
感
は
否
め
な
い
。
第
三
部
第
二
章
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
具
体
的
に
い
ま
一
歩
踏
み
込
ん
だ
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
「
議
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
三
部
第
二
章
二
七
O
二
七
一
頁
に
お
い
て
著
者
は
、
「
宰
執
の
議
」
と
「
尚
書
六
曹
の
議
」
を
、
恒
常
的
か
つ
国
家
の
意
思
決
定
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
「
こ
う
し
た
議
は
、
史
料
に
埋
没
し
て
明
確
に
表
れ
な
い
の
が
通
例
で
あ
り
、
政
策
立
案
審
議
過
程
に
お
け
る
両
者
の
議
の
機
能
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
」
と
し
て
、
そ
の
実
態
ま
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
の
ち
の
第
四
部
第
五
部
に
お
い
て
、
宰
執
の
「
対
」
と
「
議
」
の
重
要
性
或
い
は
相
関
性
を
所
与
の
も
の
と
し
て
論
ず
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
、
第
四
部
第
四
章
で
、
「
宰
執
は
「
対
」
を
行
う
前
に
、
都
堂
や
待
漏
院
と
い
っ
た
場
所
で
会
議
を
行
い
、
全
体
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
て
お
く
の
が
普
通
で
あ
り
、
皇
帝
の
面
前
で
の
発
言
も
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
る
」
(
四
五
八
頁
)
と
し
、
第
五
部
で
は
、
「
恒
常
的
な
集
議
と
し
て
は
「
宰
相
執
政
の
集
議
」
や
「
尚
書
六
曹
の
集
議
」
で
あ
り
、
政
策
立
案
の
殆
ど
は
こ
れ
ら
の
場
を
中
心
に
行
わ
れ
る
」
と
し
て
、
更
に
「
皇
帝
の
面
前
で
宰
執
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
対
」
と
こ
う
し
た
集
議
は
同
時
並
行
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
織
り
な
す
形
で
政
策
が
決
定
さ
れ
て
い
く
」
122 
(五
O
O頁
)
、
と
述
べ
る
如
く
で
あ
る
。
著
者
は
第
四
部
第
三
章
に
お
い
て
、
「
当
初
は
「
言
路
」
の
官
、
「
垂
簾
聴
政
」
、
「
対
」
と
「
議
」
の
シ
ス
テ
ム
、
「
詔
獄
」
、
朋
党
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た
政
治
過
程
の
仕
組
み
に
着
目
し
て
き
た
が
、
近
年
は
政
治
過
程
を
記
す
史
料
そ
の
も
の
に
関
心
を
移
し
て
い
る
」
(
四
一
O
頁
)
と
述
べ
て
い
る
た
め
、
右
の
よ
う
な
批
評
は
的
外
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
四
部
に
お
け
る
各
事
例
研
究
が
、
「
「
対
」
が
皇
帝
政
治
の
中
核
と
な
っ
て
い
た
宋
代
に
お
い
て
は
「
対
」
を
記
録
す
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
有
し
て
」
(
四
四
八
頁
)
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
著
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
第
四
部
第
三
章
及
び
第
五
部
に
お
い
て
、
「
対
」
の
頻
度
減
少
に
よ
る
「
御
筆
」
の
常
用
化
を
論
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
宰
執
の
「
対
」
及
び
「
議
」
の
実
相
と
、
そ
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
、
具
一
体
的
か
つ
実
証
的
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
、司ノ。
更
に
言
え
ば
、
宰
執
の
「
議
」
に
つ
い
て
検
証
を
保
留
し
た
上
で
、
な
お
宰
執
の
「
対
」
と
「
議
」
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
熊
本
崇
一
氏
の
一
連
の
研
究
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
「
宋
元
祐
三
省
孜
|
|
「
調
停
」
と
衆
議
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
九
輯
二
0
0
=
一
年
)
・
「
宋
紳
宗
官
制
改
革
試
論
ー
ー
そ
の
職
事
官
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
(
「
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
十
輯
二
O
O
五
年
)
に
論
及
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
特
に
前
者
に
お
い
て
論
証
さ
れ
て
い
る
、
三
省
共
同
進
擬
の
前
段
階
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
宰
執
の
都
堂
衆
議
の
事
例
|
|
元
祐
後
半
期
に
お
け
る
衆
議
の
形
骸
化
ー
ー
は
、
宰
執
の
「
議
」
や
、
「
対
」
と
「
議
」
の
相
関
関
係
に
触
れ
る
上
で
避
け
て
は
通
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
例
を
示
せ
ば
、
「
た
と
い
衆
議
の
場
で
一
定
の
意
見
交
換
な
い
し
は
審
議
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
事
前
協
議
・
謀
議
さ
ら
に
は
、
衆
議
の
開
始
か
ら
進
擬
に
至
る
ま
で
の
過
程
の
随
処
で
、
主
導
権
を
も
っ
た
の
は
多
く
呂
大
防
(
首
相
一
評
者
注
)
で
あ
っ
て
、
他
者
l
l執
政
官
l
ー
で
は
な
か
っ
た
」
(
前
掲
熊
本
崇
二
0
0
三
年
四
0
0頁
)
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
著
者
が
な
ぜ
熊
本
崇
氏
の
論
考
に
言
及
し
て
い
な
い
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
論
考
に
対
す
る
著
者
の
見
解
を
詳
細
に
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
一
読
者
と
し
て
の
率
直
な
感
想
で
あ
る
。
加
え
て
、
著
者
の
説
く
宰
相
控
権
状
態
出
来
の
要
因
と
、
熊
本
氏
の
そ
れ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
熊
本
氏
の
研
究
成
果
に
論
及
す
べ
き
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
二
四
六
l
二
四
七
頁
注
二
五
・
二
九
二
・
五
O
一
頁
な
ど
で
、
南
宋
に
お
い
て
宰
相
の
控
権
が
現
れ
た
要
因
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
初
出
年
次
の
新
し
い
記
述
を
提
示
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
一
四
六
1
二
四
七
頁
注
二
五
の
記
述
を
参
照
す
る
。
当
該
の
注
に
は
、
「
北
宋
末
か
ら
南
宋
期
に
か
け
て
行
政
府
に
権
力
集
中
強
化
が
図
ら
れ
、
か
つ
批
判
勢
力
で
あ
っ
た
言
事
機
構
の
弱
体
化
は
強
大
な
権
力
を
有
す
る
政
治
空
間
を
生
じ
た
。
本
来
、
こ
の
空
間
は
皇
帝
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
南
宋
の
皇
帝
が
一
般
に
政
治
的
関
心
が
弱
い
こ
と
も
あ
り
、
宰
相
た
ち
は
宰
執
言
路
の
官
の
勢
力
を
結
集
し
、
政
治
の
一
元
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
強
大
な
力
を
振
る
っ
た
。
し
か
し
〈
中
略
〉
あ
く
ま
で
も
、
皇
帝
権
力
を
背
景
に
し
た
専
権
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
如
上
の
著
者
の
見
解
に
対
し
て
前
掲
の
熊
本
氏
の
研
究
成
果
か
ら
は
、
元
豊
官
制
改
革
施
行
後
の
制
度
に
宰
相
檀
権
の
要
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
示
し
た
論
考
か
ら
、
評
者
な
り
に
要
点
を
抽
出
す
る
と
、
①
元
豊
官
制
改
革
施
行
以
後
、
宰
相
と
そ
の
他
執
政
と
の
聞
に
格
差
設
定
、
②
元
祐
初
に
進
擬
権
が
三
省
へ
開
放
、
③
中
書
省
の
相
対
的
地
位
低
下
、
④
尚
書
左
僕
射
兼
門
下
侍
郎
(
首
相
)
の
権
限
が
宰
執
集
団
内
で
突
出
、
⑤
特
に
次
相
(
尚
書
右
僕
射
兼
中
書
侍
郎
)
不
在
の
場
合
、
そ
の
他
執
政
官
は
首
相
の
独
走
を
防
温
不
能
、
と
い
っ
た
事
項
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
諸
点
を
ふ
ま
え
た
上
で
熊
本
氏
は
、
「
徽
宗
朝
の
宰
相
察
京
は
、
元
祐
の
巨
大
防
(
首
相
評
者
注
)
に
等
し
い
制
度
的
権
力
基
盤
を
保
有
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
も
い
る
(
前
掲
熊
本
崇
二
O
O
五
年
二
五
八
頁
)
。
熊
本
氏
は
直
接
南
宋
の
宰
相
檀
権
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
元
祐
に
お
い
て
首
相
の
宰
執
集
団
内
に
お
お
け
る
権
限
突
出
を
看
取
し
、
そ
れ
を
徽
宗
朝
に
敷
延
し
う
る
と
す
l
書
評
る
指
摘
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
宰
相
の
捷
権
に
つ
い
て
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
の
政
治
的
趨
勢
に
原
因
を
求
め
る
著
者
の
見
解
と
、
そ
の
要
因
を
元
祐
以
降
の
制
度
に
見
出
す
熊
本
氏
の
見
解
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
評
者
と
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
宰
執
の
「
対
」
・
「
議
」
と
あ
わ
せ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
著
者
の
見
解
を
詳
細
に
論
じ
て
欲
し
か
っ
た
。
最
後
に
細
か
い
事
柄
で
は
あ
る
が
、
本
文
の
記
述
や
図
の
記
載
に
厳
密
性
を
欠
く
部
分
に
つ
い
て
。
特
に
評
者
の
目
に
付
い
た
の
が
、
元
豊
{
呂
制
改
革
前
後
の
制
度
を
混
同
し
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
宮
崎
書
評
一
O
五
頁
に
お
い
て
、
「
元
豊
官
制
改
革
以
前
に
尚
書
省
・
九
寺
五
監
が
執
行
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
(
二
二
九
頁
な
ど
)
」
こ
と
、
「
改
革
以
後
の
中
書
省
目
門
下
省
を
指
し
て
改
革
以
前
の
宰
相
府
の
呼
祢
で
あ
る
「
中
書
門
下
」
と
表
記
(
=
一
三
三
頁
ご
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
前
者
の
事
例
と
し
て
三
二
0
・
三
四
一
・
四
七
七
頁
を
追
加
し
て
、
以
下
、
そ
の
他
に
評
者
が
検
出
し
得
た
事
例
を
幾
つ
か
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
【
ニ
四
五
頁
】
南
宋
に
お
い
て
「
再
び
中
書
門
下
が
復
活
す
る
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
書
門
下
で
は
な
く
、
中
書
省
・
門
下
省
を
併
合
し
た
「
中
審
門
下
省
」
の
誤
り
と
思
し
い
。
【=一
O
O頁
】
劉
子
に
つ
い
て
、
「
中
書
門
下
、
枢
密
院
が
救
令
を
待
た
ず
に
細
事
に
関
し
て
命
令
を
下
す
も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、
必
守ロ
「
救
命
を
待
た
ず
に
」
と
す
る
の
に
は
賛
同
で
き
な
い
o
例
え
ば
『
長
編
」
巻
四
O
至
道
二
年
七
月
丙
寅
条
に
「
今
よ
り
大
事
は
須
く
救
命
を
降
す
ベ
し
。
合
に
劉
子
を
用
う
べ
き
も
亦
た
当
に
奏
裁
し
て
方
め
て
施
行
す
べ
き
也
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
【
=
一
一
五
頁
】
図
却
で
示
さ
れ
る
「
宋
代
地
方
官
府
間
の
文
書
の
流
れ
」
で
は
、
監
司
・
帥
司
及
び
州
に
「
劉
子
」
を
用
い
得
る
官
庁
と
し
て
、
「
宣
撫
司
・
都
督
府
・
総
領
所
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
結
語
」
五
一
五
頁
の
第
三
部
第
三
章
の
内
容
要
約
に
は
、
南
宋
に
お
い
て
倒
子
が
「
都
督
府
、
宣
撫
司
、
制
置
司
な
ど
で
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
化
す
る
」
と
あ
る
。
劉
子
を
用
い
う
る
官
司
を
整
理
し
た
上
で
図
に
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
三
部
第
三
章
に
お
い
て
、
侠
西
宣
撫
司
の
劉
子
使
用
事
例
、
四
川
安
撫
制
置
司
の
劉
子
使
用
許
可
事
例
、
荊
湖
南
路
安
撫
大
使
の
「
劉
」
使
用
事
例
、
執
政
以
上
で
出
使
し
て
い
る
者
へ
の
劉
子
使
用
許
可
、
及
び
指
揮
を
得
て
劉
子
使
用
を
許
可
さ
れ
る
事
例
等
(
二
九
九
l
コ一
0
0
・
=
二
O
頁
)
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
都
督
府
と
総
領
所
が
創
子
を
用
い
た
際
の
具
体
的
な
事
例
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
根
拠
と
な
る
史
料
を
明
示
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
【
四
七
八
頁
】
「
皇
帝
視
朝
の
際
の
五
班
の
内
で
は
、
「
中
書
門
下
」
、
「
枢
密
院
」
の
二
班
の
「
対
」
が
相
当
し
、
ま
た
両
者
が
-
体
と
な
る
形
で
の
「
三
省
・
枢
密
院
」
の
合
同
の
「
対
」
が
行
わ
れ
る
ケ
l
ス
も
屡
々
見
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、
元
豊
官
制
改
革
以
前
の
中
書
・
枢
密
院
は
別
班
で
「
対
」
を
行
い
、
改
革
以
後
に
な
っ
て
三
省
枢
密
院
が
合
同
で
「
対
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
否
か
。
ま
た
、
合
同
の
「
対
」
が
「
屡
々
見
ら
れ
る
」
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
な
の
か
、
史
料
を
提
示
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
判
然
と
し
な
い
。
い
ま
少
し
丁
寧
に
記
述
し
て
欲
し
か
っ
た
。
な
お
、
三
省
・
枢
密
院
の
「
同
対
」
に
つ
い
て
は
、
『
石
林
燕
盟
問
』
巻
五
・
『
要
録
』
巻
七
七
紹
興
四
年
六
月
丙
成
条
等
参
照
。
以
上
、
本
書
に
つ
い
て
の
批
評
を
述
べ
て
き
た
が
、
評
者
の
狭
い
興
味
関
心
か
ら
、
内
容
に
偏
り
の
あ
る
論
評
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
の
学
力
不
足
に
基
づ
く
誤
解
や
誤
読
、
見
落
と
し
な
ど
が
本
評
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
伏
し
て
御
宥
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
著
者
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
捌
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
、
汲
古
書
院
、
二
O
一
二
年
二
月
刊
、
/
/
五
四
六
頁
、
本
体
一
三
、
0
0
0円
¥
125 
令
主
(
1
)
小
林
晃
氏
に
よ
る
書
評
(
『
史
学
雑
誌
』
一
一
一
一
一
ー
六
二
O
二ニ
年
)
、
及
び
宮
崎
蛮
明
氏
に
よ
る
書
評
(
「
歴
史
評
論
』
七
六
O
ニ
o=二
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
2
)
本
評
で
は
、
宰
相
と
そ
の
他
執
政
を
総
称
す
る
場
合
、
「
執
政
(
元
豊
官
制
以
前
)
」
・
「
宰
執
(
元
豊
官
制
以
後
)
」
を
使
い
分
け
ず
、
本
音
の
用
例
に
倣
っ
て
「
宰
執
」
と
称
す
る
。
官
制
改
革
前
後
に
お
け
る
大
臣
集
団
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
熊
本
崇
「
宋
執
政
孜
|
|
元
豊
以
前
と
以
後
|
|
」
(
『
東
北
大
学
東
洋
史
論
集
」
第
十
一
輯
二
O
O七
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
3
)
D
イ
ー
ス
ト
ン
著
・
岡
村
忠
夫
訳
『
政
治
分
析
の
基
礎
」
(
み
す
ず
書
房
一
九
六
八
年
)
三
九
頁
で
は
、
「
政
治
現
象
を
一
つ
の
開
放
体
系
、
つ
ま
り
、
環
境
を
構
成
す
る
諸
体
系
か
ら
の
影
響
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
問
題
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
系
」
と
表
現
さ
れ
る
。
(
4
)
D
イ
ー
ス
ト
ン
前
掲
書
「
v
政
治
体
系
の
環
境
」
七
六
九
四
頁
及
び
「
四
圧
力
を
受
け
る
政
治
体
系
」
一
一
一
一
一
一
ニ
六
頁
。
(
5
)
本
書
五
O
一
頁
に
お
い
て
著
者
は
、
「
南
宋
期
は
専
権
宰
相
が
相
次
い
で
登
場
し
た
時
代
で
も
あ
り
、
一
見
、
宰
相
権
力
が
増
大
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
現
象
が
現
れ
て
く
る
。
両
者
は
シ
ス
テ
ム
(
「
君
主
独
裁
政
治
」
)
と
そ
の
運
用
(
「
シ
ス
テ
ム
不
全
に
よ
る
専
権
宰
相
の
輩
出
」
)
の
問
題
で
あ
り
、
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
か
つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
、
注
二
五
を
附
す
。
注
二
五
に
は
平
田
茂
樹
「
書
評
王
瑞
来
著
『
宋
代
の
皐
帝
権
力
と
書
評
士
大
夫
政
治
』
」
(
『
史
学
雑
誌
』
一
一
二
六
三
O
O三
年
)
を
参
照
せ
よ
と
あ
り
、
書
評
で
は
本
音
第
三
部
第
一
章
に
あ
た
る
「
宋
代
の
言
路
官
に
つ
い
て
」
(
『
史
学
雑
誌
』
一
O
一
六
一
九
九
二
年
)
を
引
用
し
た
の
ち
に
、
「
要
す
る
に
、
「
君
主
独
裁
」
、
「
宰
縮
専
政
」
と
い
う
現
象
の
背
後
に
存
在
す
る
政
治
構
造
に
目
を
向
け
て
い
っ
た
場
合
、
根
幹
部
分
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
現
れ
と
し
て
時
に
は
「
君
主
独
裁
」
と
も
時
に
は
「
宰
輔
専
政
」
と
も
映
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
実
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
こ
と
す
る
(
九
五
頁
)
。
該
者
許
中
で
こ
の
他
に
該
当
す
る
記
述
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
本
書
評
で
は
第
三
部
第
一
章
注
二
五
を
引
用
し
た
。
(
補
記
)
本
評
脱
稿
後
、
久
保
田
和
男
氏
に
よ
る
本
著
の
書
評
が
発
表
さ
れ
た
(
『
社
会
経
済
史
学
』
七
九
ー
一
一
一
一
O
一
三
年
)
。
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
